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【申し込み方法】
１.	 本学会ではPeatixアプリによる申込をお願いしています。
２.	 Peatix申込については、参加区分と参加方法（現地またはオンデマンド）、利用サービスなどをご
確認の上、チケットを選択（複数選択可）してください。選択内容に応じて、参加費も異なります
ので、ご注意ください。

	 （例：現地参加+託児1名+事例検討：2000円、現地参加：1000円）
３.	 本学会についての連絡はPeatixアプリのメッセージ機能を使用します。通知機能をオンにしPeatix
からログアウトしないようにご注意ください。

４.	 Peatixのコンビニ支払いを選択された場合はチケット販売期限の前日が支払期限となりますので
ご注意ください。（例：2月16日がチケット販売期限で2月15日にチケット購入した場合、2月16日
が支払期限となります）支払が遅れた場合、チケットはキャンセルとなります。

５.	 参加費と登録期間：　（＊参加方法によって、値段が異なりますので、ご注意ください＊）

第28回福岡県作業療法学会
参加申し込みについて

学会HP　https://fukuokaot.com

　現 地 参 加 登 録 期 間 　令和6年10月15日㈫から令和7年2月16日㈰まで

　オンデマンド参加登録期間 　令和6年10月15日㈫から令和7年2月28日㈮まで

Peatix

６.	 本学会では、託児サービスを下記の通り行います。（＊福岡県作業療法協会会員のみ＊）

７.	 注意事項：メールアドレスは必ず個人のアドレスでお申し込みください。不正受講防止のため、
職場などの共有メールアドレスを使用しないでください。キャリアメールは届かない場合があり
ますので使用しないでください。本学会にて通信料等が発生した場合は、ご自身の負担となりま
すのでご了承ください。

参加方法
現地 オンデマンド

福岡県OT協会　会員 1,000円 3,000円他県士会OT及びPT・ST　会員
福岡県OT協会　非会員 8,000円
他職種（医師、看護師等） 3,000円

学　生 無　料
一　般 無　料
託　児 1,000円（1名）
事例検討 無　料

※会員で、国家資格をもった大学院生の方も会員料金となります。
　　※上記県士会会員で令和6年度会費未納の方は非会員扱いとなります。

日　　時	

▲

令和７年２月23日　９：00〜 18：00	 場　　所

▲

ＪＲ博多シティ９階
費　　用	

▲

１日1,000円	 人　　数

▲

先着５名まで 
対象年齢	

▲

満６か月から小学生まで	 申込締切

▲

令和７年２月７日㈮まで　
申込方法	

▲

Peatix（参加資格区分と託児両方の申込し、Peatixのフォーム入力に必要事項を記載下さい）　
キャンセル締切

▲

令和７年２月14日㈮まで　
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　このたび、第28回福岡県作業療法学会を福岡市博多区にありますJR博多シティ、JR九州ホール
にて開催させていただくことになりました。ご講演いただきます講師の皆様、田代徹学会長をは
じめ、開催の準備に惜しみなくご尽力をいただきました準備委員の皆様に心から御礼を申しあげ
ます。また学会参加を予定していただいている皆様へ、心から御礼と歓迎のご挨拶を申しあげます。
　さて、当学会のテーマは「未来へのヒント～次世代と共に築く作業療法～」となっています。
今日直面している人口減少社会の中で医療・福祉の業界においても、人材不足は非常に深刻な課
題となっております。ICT・IoT・ロボットの活用・タスクシフトなど人材不足に対策しつつ、質
を落とさず更なる発展を目指して日々取り組んでいかなければなりません。我々、作業療法士に
おいても急性期・回復期から地域社会へ、また子どもの支援においても乳幼児期、学童期、青年期、
成人期とシームレスな支援を展開することが求められます。その活躍の場も医療機関、相談機関、
就労支援機関、福祉施設など多岐にわたってきました。
　未来は一人ひとり誰も取り残すことなく、その多様な価値観に寄り添い、情報技術や移動手段
の発展の中で社会構造の変化に適応していく、多彩な支援と柔軟な発想が求められます。そこに
次世代の作業療法が見えてきます。しかし、体が不自由であろうとも、高齢になろうとも、心に
病を抱えようが、発達期から特性を持っていようとも、一人ひとりに寄り添い、その方の人生を
より豊かにしたいその思いは、昔も今もこれからも変わることはありません。
　本学会での講師の皆様や発表される会員の皆様の情報からこれからの社会の課題、地域課題を
読み解き、そこにチャレンジする未来へのヒントを見出していただければ何よりと考えています。
改めまして、このように魅力ある企画を実現してくださった準備委員の方々と、本学会の運営に
あたられる皆様へ心から感謝を申しあげますとともに、ご参加される皆様にとりましても実りあ
る学会となりますよう、心より祈念いたします。

公益社団法人　福岡県作業療法協会
会長　濵本 孝弘

公益社団法人　福岡県作業療法協会
会　長　  濵本 孝弘

会長挨拶会長挨拶

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－
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　平素より、福岡県作業療法学会の活動に対し、格別のご理解とご支援を賜り、厚く御礼申し上
げます。この度、第28回福岡県作業療法学会を2025年２月23日に博多の中心地であるJR九州ホー
ルにて開催する運びとなりました。
　今回の学会テーマは「未来へのヒント〜次世代と共に築く作業療法」です。このテーマのもと、
参加者の皆様に新たな気づきや学びを提供し、福岡の作業療法士の皆様が、明日からの実践に一
歩踏み出す勇気と自信を持てるよう、学会全体を通じて後押しすることを目的としています。
　現在、作業療法は大きな変革期にあり、従来の枠組みにとらわれない新たな働き方が求められ
ています。作業療法士はこれからの時代において、地域社会における役割を再定義し、多様なニー
ズに応える柔軟性と創造性が必要とされます。そのため、本学会では、多くの演題を通して現在
の作業療法実践の現状について参加者同士でディスカッションを深めていただき、お互いの悩み
や知見を共有する場を設けることができました。
　オンデマンド配信を含めた10名の講師の先生方には、それぞれの視点から独自の実践や成果を
発表していただきます。これにより、現場で直面する課題やそれに対する解決策、新たな視点に
ついて学び、参加者全員で新しい作業療法の形を共に模索していくことができると考えておりま
す。こうした多様な視点を通じて、作業療法士が地域や社会においてより一層活躍できるよう、
実践的なスキルや知識を深めていただく機会となることを期待しています。
　また、今回の学会では、新しい学会の形を模索し、多様な取り組みを行っています。「1日開催」
により効率的な学びの場を提供し、「ビギナー発表支援コミュニティ」や「オンデマンド講師」の
導入や、「SNSを使った広報活動」、学会当日の「学生企画」、「事例検討会」、「事前動画配信」な
どを通じて、学会をより活性化させ、多くの学びと参加者同士の交流を促進しています。
　学会の運営面においても、従来の方法を見直し、より効率的で効果的な運営体制を構築するこ
とを目指してまいりました。これにより、学会全体の質を向上させるとともに、参加者の皆様にとっ
ても参加しやすく、充実した時間を過ごしていただける環境を整えております。こうした取り組
みを通じて、今後の福岡の作業療法が本学会をきっかけに大きく前進し、地域社会においてさら
に信頼される存在となり、より重要な役割を果たせることを期待しております。
　本学会が、参加者の皆様にとって充実した学びの場となり、多くの交流や新たな協力関係が生
まれることを心より願っております。皆様の積極的なご参加とご支援を賜りますよう、どうぞよ
ろしくお願いします。
　どうぞ福岡での作業療法学会を存分にお楽しみください。

第28回福岡県作業療法学会
学会長  田代 徹

（医療法人博仁会　福岡リハビリテーション病院）

第28回福岡県作業療法学会
学会長　 田代 徹

医療法人博仁会 福岡リハビリテーション病院

学会長挨拶学会長挨拶

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－
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交通・会場案内交通・会場案内

会場アクセス
会 場

▲

ＪＲ九州ホール・JR博多シティ会議室

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－

住　所

▲

〒812-0012　福岡県福岡市博多区博多駅中央街1-1　9階・10階

▲新幹線中央改札口からの
道案内QRコード

９Ｆ 案内図

JR博多シティ会議室1〜4▲

１〜３：講演③・④/
　　　　口述発表/
　　　　企画①・②
４：託児

JR九州ホール▲

受付・開会式・学会長講演・基調講演・
市民公開講座・講演②・優秀演題表彰・閉会式

▲JR九州ホール・会議室のある9階へお越しください（参加受付：9階）
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10Fの行き方

10Ｆ 案内図

JR博多シティ会議室
A〜J▲

ポスター会場
（会議室A・B・C・D）

映画館受付カウンター横の赤い扉を開けて、
道なりにおすすみください。

▲10Fは博多阪急側（博多口）エレベーターかエスカレーターでの移動が近いです
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交通・会場案内交通・会場案内

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－

①テクノツール株式会社
②carewill
③Mana’olana
④株式会社ニッシリ
⑤isotope

機器展示

JR博多シティ９F
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参加者への連絡事項参加者への連絡事項

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－

１.参加申し込み方法　
　・P2『参加申し込みについて』をご参照ください。
２.オンデマンド講演のご案内
　①学会前オンデマンド講演
　　内容： 教育講演(川口先生分)・オンデマンド講師(４名分)
　　配信期間：令和７年２月上旬〜令和７年３月末まで
　②学会後オンデマンド講演
　　内容：基調講演・教育講演・市民公開講座
　　　　　※当日の講演内容のダイジェスト版(30分程度)
　　配信期間：学会終了後〜令和７年３月末まで
　　　　　※詳細は各種SNS・学会HPにてご案内します。
　　　　　※参加登録をされた方はこの期間内であればいつでも視聴が可能です。
　視聴方法:
　・"現地参加"で参加登録をされた方には、「学会前オンデマンド講演」のURL(+パスワード)をメール
にて送らせていただきます。また、「学会後オンデマンド講演」のURL(+パスワード)は「第28回
福岡県学会の名札の裏面」に記載があるので、ご確認の上ご視聴下さい。

　・"オンデマンド参加"で参加登録をされた方には、学会開始前に「学会前オンデマンド講演」の
URL(+パスワード)、学会終了後には「学会後オンデマンド講演」のURL(+パスワード)を後日メー
ルにて送らせていただきます。 

３.服装のご案内
　・本学会では、参加者の皆様に「スマートカジュアル」を推奨しております。
　・具体的な服装についての厳密な規定は設けておりませんが、露出が多いアイテムや、サンダル、デ
ニム、パーカーなど過度にカジュアルな服装はご遠慮ください。

　・動きやすく快適な服装で、学会の雰囲気にふさわしい装いをお選びいただければ幸いです。
　・従来のスーツスタイルにこだわらず、自由でありながらも品位を保ったスタイルでご参加いただく
ことで、学会参加がより快適で充実したものになることを期待しております。

　・「スマートカジュアル」の詳細は、SNSやインターネットにてご確認ください。

第28回福岡県作業療法学会に関わる抄録ならびに発表や講演、
Web視聴で掲載される講演データ(スライド・画像・動画)に関して、
ビデオ撮影・ 録音・写真撮影(スクリーンショットを含む)を行うこ
と、Web 上(SNSを含む)に公開することは固く禁じます。

参加に際しての参加に際しての
注意事項注意事項
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４.飲食について
　飲食可能な場所を下記の時間帯で開放いたします。
　お弁当などの軽食、お茶やお水、コーヒー等は飲食可能です。
　・JR九州ホール（９階）　時間帯　13:30 〜 15:00
　・ポスター会場（10階）　時間帯　11:00 〜 12:30、14:30 〜 16:30
　　※決められた場所・時間帯以外での飲食はお控え下さい。
　　※発生したごみは原則お持ち帰りください。ご協力、宜しくお願い致します。
５.その他
　・令和６年度の日本作業療法士協会の会費が納入済み、また福岡県にて勤務されている作業療法士に
つきましては福岡県作業療法協会に会費納入が必要です。

６.本学会参加により取得できるポイントについて
　・日本作業療法士協会 基礎研修ポイント(２ポイント)

【お問い合わせ連絡先】　
　第28回福岡県作業療法学会実行委員会 運営局 
　Mail: 28th.fukuokaot@gmail.com

参加者への連絡事項参加者への連絡事項

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－
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演者への連絡事項演者への連絡事項

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－

1.発表データ・演題受付
　・口述発表の方はPCプレゼンテーションのデータを令和７年２月10日16時までに28th.fukuokaot@
gmail.comへメールにて送信お願いします。データが動画を含む場合は、ギガファイル便をご利用
下さい。発表用のPCにデータを準備しますが、念のため、データ入りのUSBフラッシュメモリー（タ
イプA）をご持参ください。

　・ポスター発表の方は、送信の必要はありません。
　・当日は9:00 〜 9:50の間にJR九州ホールの「発表者専用窓口」で受付をしてください。
　 ・上記の時間内に受付できない方は、学会事務局まで必ず事前にご連絡ください。
2.発表形式
　1）口述発表
　・演者は、当該セッションの５分前までに次演者席に待機してください。
　・発表時間７分、質疑応答３分で、PCプレゼンテーションとなります。
　・発表終了１分前と発表終了時にお知らせいたします。発表時間の厳守にご協力をお願いいたします。  
　・次演者は、前演者の発表と同時に次演者席にお着き下さい。
　・発表データは、Windows版Microsoft Power Point2007以上で作成してください。
　・Mac OS版Power Pointで作成したデータは、互換性が損なわれる可能性がありますので事前に
Windows PCにて文字のズレ等、動作確認を行ってください。

　・スライドのサイズは、ワイド画面(16:9)で作成してください。 OS標準フォントをご使用ください。
　　【日本語】MSゴシック、MSPゴシック、MS明朝、MSP明朝、メイリオ、游ゴシック、游明朝 
	 【英語】Times New Roman,Arial,Arial Black,Arial Narrow,Century,Century Gothic,
　　　　　　Courier,Courier New,Georgia     
	 ※MacのOsakaフォントは文字ずれ・文字化けする場合がありますので注意してください。  
	 ・動画を使用した発表も可能とします。
	 ・発表に関しましては事前に動作確認をさせて頂くことになりますのでご了承ください。
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　２）ポスター発表
　・ポスターは指定した枠内(縦120cm×横90cm)に収まるよ
う作成してください(Ａ３版用紙横８枚が目安です)。

　・演題名、所属、氏名は本文とは別に指定した枠内(縦20cm
×横70cm)に収まるよう発表者で作成してください(図参
照)。

　・演題番号は学会準備委員会で作成します。 
　・ポスター受付後、会場の指定場所と時間を確認の上、掲示
時間内にご自身でポスターの掲示・撤去をお願いします。

　・所定の時間の開始10分前までに各自のポスター前で待機
してください。

　・座長や発表時間は設けておりません。指定時間にポスター
前に待機していただき、質問等への対応をお願いいたしま
す。

３.倫理的事項について
　・発表に際しまして、倫理面や患者様・介護者等の人権、個人情報の保護に十分ご配慮ください。特
にプライバシーや人体に影響を与える発表に関しては、対象者に説明と同意を得たことを本文中に
明記してください。なお、演者の所属する機関の倫理委員会で承認された研究である場合はその旨
を抄録中に明記してください。

　・また、当学会では演題抄録を登録する時と発表時に、発表演題に関連する企業等との利益相反 (COI)
の有無および状態について申告することを義務付けております。学会ホームページ上の「利益相反
(COI)」に関する事項及びサンプルスライドをご確認のうえ、発表する時に必ずCOIに関するスラ
イドを提示してください。

演者への連絡事項演者への連絡事項

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－
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優秀演題・優秀演題・
ビギナー発表賞についてビギナー発表賞について

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－

表彰の目的
　本表彰の目的は、学会発表における優秀演題や努力賞を通じて、発表者が今後の学会発表に向けた意
欲を高めること、および福岡における作業療法の学術的な発展を促進することにあります。

優秀演題について
1. 選出方法
　口述発表およびポスター発表において、査読の結果から5～ 6演題をノミネートし、参加者投票によ
り各部門（口述部門、ポスター部門）で優秀演題を1名ずつ選出します。
2. 投票方法
　当日現地の学会参加者全員に投票資格があります。投票は任意です。投票には名札の裏に印刷された
QRコードから投票フォームにアクセスできます。
3. 表彰方法
　優秀演題に選ばれた発表者は学会閉会式にて表彰され、賞状が授与されます。

ビギナー発表と努力賞について
1.ビギナー発表とは
　本学会では、若手の発表推進の取り組みとして、臨床経験年数が3年目以下、学会発表経験が1回以
下の方を目安に「ビギナー発表」の枠組みを設けています（ただし明確な基準ではありませんので、あ
くまで目安としてご参照ください）。ビギナー発表については、当日アナウンスや学会誌にその旨を周
知し、発表者の経験に配慮した建設的な質問や意見が交わせる場としています。なお、ビギナー発表は、
査読審査を優遇するものではないことを御承知おきください。
2.努力賞の選出方法
　優秀演題のノミネートされていないビギナー発表演題の中で、査読点数の結果を考慮し、ビギナー発
表から3演題を選出します。
3. 投票方法
　投票は行いません。
4. 表彰方法
　学会閉会式にて努力賞受賞者3名に賞状を授与します。
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講　　演

第28回 福岡県作業療法学会

～次世代と共に築く作業療法～

第28回 第28回 
　タイムスケジュール　タイムスケジュール

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－

令和７年２月23日㈰

上江洲 聖/齊藤 佑樹

飯田 真也

藤本 一博

障がいや高齢による運転の
不安を支える自動車運転支援

優秀演題発表・表彰
閉会式

口述Ⅰ
地域・管理運営・教育

口述Ⅱ 
認知障害

口述Ⅲ 
MTDLP

口述Ⅳ 
精神・高齢者

口述Ⅴ 
脳血管

口述Ⅵ 
運動器

講演1

地域における認知症当事者、
ご家族を対象とした支援

講演3　児嶋 亮講演2　古川 信之
ひきこもり状態にある

生きづらさを感じておられる
当事者に、作業療法としてできること

OTケース　ディスカッション
ポスターⅠ

ポスターⅡ

受付

開会式
学会長講演

基調講演

市民公開講座

作業療法の曖昧さを
引き受ける

作業療法の曖昧さを
リーズニングする

休憩ブース（飲食可）

機器展示

企画①

学生企画
企画②

託児

９階

交流・休憩ブース
（飲食可）

交流・休憩ブース
（飲食可）

ポスター撤収

10階

ポスター掲示
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講　　演

第28回 福岡県作業療法学会

～次世代と共に築く作業療法～



地域における認知症当事者、ご家族を対象とした支援
～作業療法の特性を活かす～

講　師

▲

上江洲　聖　
所　属

▲

琉球リハビリテーション学院　作業療法学科
講　師

▲

齋藤　佑樹　
所　属

▲

仙台青葉学院大学　リハビリテーション学科　作業療法学専攻
司　会

▲

田代　徹
所　属

▲

福岡リハビリテーション病院
司　会

▲

山田　絵里香
所　属

▲

千鳥橋病院附属ちどりばし在宅診療所

基調講演 作業療法の曖昧さを引き受ける

講　師

▲

川口　晋平　
所　属

▲

柏芳会　田川新生病院　訪問リハビリテーションセンター

講　師

▲

古川　信之　
所　属

▲

公益社団法人福岡医療団　千鳥橋病院
司　会

▲

都甲　幹太
所　属

▲

介護老人保健施設　あやめの里

講　師

▲

児嶋　亮　
所　属

▲

医療法人桜花会　桜花会クリニックデイケアセンター
司　会

▲

日高　健二
所　属

▲

桜十字大手門病院

講　師

▲

藤本　一博　
所　属

▲

医療法人社団康心会　茅ヶ崎中央病院
司　会

▲

上田　祐二
所　属

▲

医療法人社団　慶仁会　川﨑病院

教育講演（オンデマンド＋機器展示）

教育講演

教育講演

教育講演

片手生活者のQOL向上を目指した
自助具開発と3Dプリンタ活用の取り組み

作業療法の曖昧さをリーズニングする

講演タイトル一覧講演タイトル一覧

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－

ひきこもり状態にある生きづらさを感じておられる
当事者に、作業療法としてできること
―京都府作業療法士会ひきこもり支援OTチームの取り組み―
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講　師

▲

平城　修吾　
所　属

▲

Mellow Amami 合同会社

講　師

▲

永島　匡　
所　属

▲

株式会社ジョシュ

講　師

▲

萩原　敦　
所　属

▲

特定非営利活動法人クロスジョブ　クロスジョブ福岡（就労移行支援事業）

講　師

▲

帯刀　麻衣　
所　属

▲

特定医療法人社団春日会　黒木記念病院　リハビリテーション部

講　師

▲

飯田　真也
所　属

▲

産業医科大学病院
司　会

▲

深町　晃次
所　属

▲

九州栄養福祉大学

市民公開講座

オンデマンド講演

オンデマンド講演

オンデマンド講演

オンデマンド講演

作業療法士を活かした
「ジェネラリスト」という働き方

作業療法士が、作業で紡ぐキャリアの在り方を考える
〜臨床・地域・起業を通して〜

"働きたい"をカタチに
〜就労移行支援事業所における作業療法士の役割〜

障がいや高齢による運転の不安を支える
自動車運転支援

地域の子育て世代夫婦の
ライフクライシスに対する作業療法
－いいしょわ倶楽部のあゆみとこれから－
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　2001年沖縄中央病院精神科病棟、2003年沖縄赤
十字病院回復期リハビリテーション病棟、2007年
琉球リハビリテーション学院、2010年日赤安謝複
合福祉施設、2022年〜琉球リハビリテーション学
院．沖縄県作業療法士会副会長、日本臨床作業療法
学会理事

　作業療法が対象とする人と作業と環境は相互影
響によって変わり続けるダイナミックな存在であ
る。したがって疾患や症状によって決まりきった答
えがあるわけではない。作業療法士もまたクライエ
ント、制限因子や促進因子として機能する環境（人
間関係も含む）、作業療法という作業の影響を受け
て変化し続ける。自らの意思で変わらないと決め込
んでいても、一人で完結する仕事でない限り不変で
あり続けることはできない。これは環境因子の一つ
である組織や社会においても同じことが言える。作
業療法士が体験を通して変わり続け、組織もその影
響を受けて変化し、相互に新しい価値観や行動へと
作用する。
　変化がもたらす結果は望ましい状態とは限らな
い。何が正しいのか、良いのかは置かれた状況と立
ち位置によって異なるため、ある時期における個人
的な判断としてその瞬間を定義する。
　つまり、私たち作業療法士の未来は、私たちが意
思を持って、行動を起こし続けることによって、よ
り望ましい方向へ近づける。私たちが動き出すこと
で、私たちに関係する人々の感じ方、考え方、行動
に変化をもたらし、さらに私たちは新しい価値観や
習慣を手にいれる。
　絶対に正しい答えは存在せず、間違いのない歩み
方もない。私たちは不安を抱えている時に正解やマ
ニュアルを求める。しかし私たちは楽で安全に辿り

Pr
ofi
le

作業療法の曖昧さを引き受ける基調講演

上江洲 聖 Uezu Sei

プロフィール

講演内容

着く方法がないことを理解している。迷い、戸惑い、
憤り、悔やみ、苦しむ中でこそ、私たちは広く、深
く、高い視点から未来の自分と社会を見つめること
ができる。
　人は作業をすることで、その作業が馴染む人に
なっていく。疾病や障害に絶望したクライエントが、
自分の人生を取り戻す過程に寄り添ってきたからこ
そ、作業療法の魅力と可能性を信じている。成功を
主張する方法論に頼らず、唯一の正解がないことに
失望せず、自分が期待する役割を手にいれることが
できると、私たちは経験的に理解している。
　あなたが自信に基づいて行動できるようになれ
ば、あなたは自分のことをポジティブで建設的な存
在だと気づける。あなたが関わるクライエントや環
境も影響を受け、あなたの感じ方と考え方に力を与
えるようになるだろう。作業療法の曖昧さを引き受
けることは失敗や批判を恐れない勇気が必要だが、
それだけの価値がある。

琉球リハビリテーション学院作業療法学科
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仙台青葉学院大学リハビリテーション学科作業療法学専攻　教授

〈所属・役職〉
学校法人北杜学園仙台青葉学院大学リハビリテー
ション学科作業療法学専攻　教授
日本臨床作業療法学会　理事
株式会社エシカル郡山　学術顧問
宮城刑務所　機能向上アドバイザー
臨床作業療法NOVA（青海社）　編集顧問
日本臨床作業療法研究　査読委員
日本作業療法学会　演題査読委員
AMPS認定評価者

〈講師略歴〉
2000年４月	一般財団法人 太田綜合病院附属 
	 太田熱海病院　
2014年４月	学校法人こおりやま東都学園 
	 郡山健康科学専門学校
2016年９月	学校法人共済学院 
	 日本保健医療大学 設置準備室
2017年４月	学校法人北杜学園 
	 仙台青葉学院短期大学
2024年４月	学校法人北杜学園 仙台青葉学院大学

　対象者一人ひとりの健康と幸福を促進すべく作
業を通して支援を行う作業療法はとても楽しくや
りがいのある仕事です。しかし一方で、人―環境―
作業の連環の中で評価・介入・成果測定をすること、
中核概念である作業や作業遂行についての知識量
や解釈がセラピストによって大きく異なること、社
会的認知度の低さや既存のエビデンスの少なさ…
etc。これらの作業療法特有の性質や現状は複雑に
絡み合い、作業療法に「曖昧」な印象を与え、対象者、
他職種、さらには同職種との間でさまざまな信念対
立を引き起こします。
　今回は貴学会より、拙書『作業療法の曖昧さを引
き受けるということ（医学書院）』のタイトルにな
ぞった講演テーマを頂戴しましたので、みなさんと
一緒に「曖昧」と括られた要素を紐解きながら、そ
こから脱却していくための方略について考える時
間にしたいと思います。

Pr
ofi
le 齋藤 佑樹 Saito Yuki

プロフィール 講演内容
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医療法人社団康心会　茅ヶ崎中央病院　
リハビリテーション科　係長

〈資格〉
　作業療法士 （2000年取得）
　作業療法学修士（2008年取得）
　認定作業療法士（2008年取得）

〈学歴〉
　愛知医療学院：2000年卒
　首都大学東京大学院：2008年卒

〈職歴〉
　2000年：茅ヶ崎新北陵病院
　2025年：茅ヶ崎中央病院（現職）

Pr
ofi
le

教育講演
１

藤本 一博 Fujimoto Kazuhiro

プロフィール
　「作業療法士の専門性はなんだろう？そんな思い
をいつも抱えながら業務を遂行している」これは基
調講演を担当されている齋藤さん、上江洲さんが執
筆された著書の冒頭に書かれている文章である。日
本作業療法学会では1975年に「私の考えるOT」、
1986年「作業療法・その核を問う」、1987年「作
業療法・その核を問うⅡ」、1989年「再び作業療法
の核を問う」と、何度も作業療法の専門性を議論す
る機会が設けられており、この疑問は本邦の作業療
法誕生以来の悩みである。しかし学会では一つの回
答が示された。その答えは「作業」であったが、機
能訓練の扱いや捉え方に課題を残している。作業
を核とする実践では、作業を専門性の中心に置いた
OCP（Occupation-Centered Practice） がある。
OCPでは、病気や障害に関係なく、クライエント
が意味のある作業に参加できることに着眼する。そ
のため非常に個別性が高く、主観を大切にするため
「作業療法の曖昧さ」が残る。この「曖昧さ」をそ
のまま引き受けることが、作業療法の専門性である
が、他職種の認識や同職種間でも機能回復指向が強
く、この理解には至っていない。
　そこで「作業療法の曖昧さ」を引き受けながら、
他職種に期待される作業療法を展開し、同職種の中
でも広がっていくような道筋を模索した結果、１つ
の解答が「作業療法リーズニング」にあると気がつ
いた。医学モデルを背景とした機能訓練には、曖昧
さは少ない。その再現性や客観性が臨床家を惹きつ
け、OCPなどの主観を活かした実践では再現性や
客観性に乏しく見えていたのかもしれない。しかし
OCPで再現性や客観性が得られた場合、どうであ
ろう？作業療法のリーズニングには、他職種の追従
を許さないほど多くの専門的なリーズニングが存
在する。本講演では「作業療法の曖昧さを引き受け
る作業療法のリーズニング」を参加者と共有し、作
業療法の専門性や作業についての議論を深めたい。

講演内容

作業療法の曖昧さをリーズニングする
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〈資格〉
　作業療法士（2006年）
　バリデーションティーチャー（2024年）

〈学歴〉
　鹿児島大学医学部保健学科卒（2006年）

〈職歴〉
　2006年　社団法人福岡医療団入職｜現職｜

プロフィール

公益社団法人福岡医療団　千鳥橋病院　作業療法科　主任Pr
ofi
le

古川 信之 Furukawa Nobuyuki

教育講演
２

【はじめに】
　OTの特性を活かした認知症当事者、ご家族への
支援について報告する。
　１つ目は認知症当事者がデイサービスで雑貨を
作成し、それを販売する「糸プロジェクト」であ
る。「認知症当事者が働く機会の創出」を目標とす
る。２つ目は身近な人が認知症かもしれないと思っ
た時に読む書籍「認知症ナビBOOK」の執筆である。
「認知症当事者やご家族への初期対応における情報
提供」に向けて作成した。

【糸プロジェクトについて】
　デイサービスを利用する認知症当事者で「働きた
い」という要望がある方を対象とし、それぞれの得
意な雑貨を作成してもらう。そして、それらをチー
ムメンバーが地域のイベントで販売し、販売収益は
利用者に還元する。
　プロジェクトは法人外のデイサービス事業所と
協力し実施した。厚生労働省が許可した有償ボラ
ンティアの仕組みを利用している。約１年活動し、
ショッピングモールのイベントやお寺マルシェな
どに計４回出店した。デイサービスにおいて認知症
当事者が「世話してもらう」というだけでなく「働

講演内容

地域における認知症当事者、ご家族を対象
とした支援　～作業療法の特性を活かす～

く」という選択肢を持つ事が出来ている。

【認知症ナビBOOKについて】
　認知症を疑うサインの見つけ方や相談先の探し方
などを案内する書籍を法人外のPTと共同で作成し
た。認知症は専門家の助言が無ければ、適切なサー
ビスに辿り着く事が難しい場合がある。筆者は認知
症疾患医療センターや認知症カフェなどを実際に取
材し、それらをどう利用するかをガイドブック形式
でまとめた。セミナー等と合わせて広めていく事で、
この問題に貢献していきたい。

【OTの特性を保険外でも活かす】
　筆者は今まで「病院の中で（保険内で）どう活動
するか」ばかりを考えていた。しかし、「OTの得
意を活かして保険外でも活動出来る」という考えに
変わったことで選択肢が増えた。糸プロジェクト、
ナビBOOKともにOTの特性を活かす事で生まれた
活動である。大会当日は勿論、今後とも「未来の
OT活動」について沢山の方とディスカッションし
ていきたい。
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桜花会クリニック　デイケアセンター　室長代行

〈略歴〉
2000年	 滋賀医療技術専門学校作業療法科　卒業
2000年	 医療法人聖志会　泉州病院　入職
2005年	 医療法人桜花会　醍醐病院　入職
2019年	 医療法人桜花会　桜花会クリニックデイケ

アセンター　現在に至る

〈その他活動〉
京都府作業療法士会　
　ひきこもり支援OTチーム　代表
社会福祉法人ねっこの郷福祉会　理事　
京都精神科分野勉強会 執行部
山城地域ひきこもり支援会　コアメンバー
京都精神障害者フットサルクラブ　運営　

　2021年の内閣府調査によると、ひきこもり状態
にある方は146万人と推計されました。一概には言
えませんが、コロナ禍の影響により４年で30万人
増加した計算になります。社会的孤立と孤独が人間
関係とメンタルヘルスに与える影響は計り知れま
せん。
　ひきこもりは、日本文化や社会構造、人間関係や
置かれている状況、病や価値観など、様々な背景要
因によって生じる生きづらさに対する、やむを得な
い対処行動として理解出来ます。
　本講演では「ひきこもり状態にある生きづらさを
感じておられる当事者に、作業療法としてできる
こと」をテーマに、医療における支援、OTとして
の支援、地域活動、ネットワークなど様々な観点か
ら支援のあり方を検討したいと思います。医療に繋
がった対象者への支援に限らず、医療に繋がる前、
もしくは医療不信であったとしても、OTをどのよ
うに提供するか、についても提案したいと思いま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　自他からの否定的な言動によって低下した自尊
感情をどう理解し、いかに関わるか。当事者にとっ
て生きやすい社会をどう提案するか。多様で複雑な
背景はありながらも、支援のポイントはOTとして
の支援に通じています。
　ひきこもり支援に限らず、医療の現場から離れ、
様々な社会課題に手を伸ばすことには不安と困難
を感じます。それを和らげるのに有効なのはOTの
知技と、同じ志を持った仲間の存在です。今回の講
演を通して、ひきこもりを含む、社会課題に関与す
るOTが増え、ともに考え、悩み、喜び、共感でき
る仲間とのつながりが増える一助となれば幸いで
す。

Pr
ofi
le

児嶋 亮 Kojima Ryo

プロフィール

教育講演
３

講演内容

ひきこもり状態にある生きづらさを感じておられる当事者に、作業療法として
できること　―京都府作業療法士会ひきこもり支援OTチームの取り組み―
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柏芳会　田川新生病院　訪問リハビリテーションセンター　主任Pr
ofi
le 川口 晋平 Kawaguchi Shinpei

片手生活者のQOL向上を目指した
自助具開発と3Dプリンタ活用の取り組み

〈略歴〉
2003年　日本大学工学部　建築学科卒業
2006年　ヤマハリビングテック株式会社　退社
2009年　北九州リハビリテーション学院　卒業
2009年　柏芳会　田川新生病院　入職

〈資格〉
２次元CAD利用技術者試験２級

プロフィール

　isotope(アイソトープ)は、片手生活者のQOL向
上を目指して、２年間にわたり3Dプリンタを活用
した自助具の開発に取り組んできました。入院中
は主に身体機能の改善とADL動作の遂行に焦点が
当てられがちですが、片手切断や片麻痺の方々な
ど、退院後に片手生活を余儀なくされる方も多くい
らっしゃいます。こうした方々の退院後の生活にお
ける困りごとを理解し、実感することが重要です。
その解決方法が身体機能の改善のみならず、自助具
の活用という別のアプローチがあることを広く学
んでいただきたいと考えています。

　この講義では、私が自助具の作成に至ったきっか
けや、地域生活者の困りごとにどう対応してきた
か、そしてそのアイデアをどのように形にしてきた
かについてお話しします。また、学会当日には会場
に3Dプリンターや自助具を展示し、参加者が実際
に見て触れることで、自助具の重要性を体験してい
ただける機会を提供します。

講演内容

オンデマンド講演＋機器展示

　さらに、アイソトープは、片手で使用可能な生活
道具を3Dプリンタで開発し、ECサイトを通じて全
国での販売を行い、退院後の困りごとを直接解決す
る環境を整えています。これに加え、3Dプリンタ
を活用して自助具を製作できる作業療法士が少ない
という課題にも対応するため、オンラインでの「超
初心者向けのCAD講習会」を開始しました。今後
はCADのスキルを持つセラピストを増やし、退院
後の生活をより豊かにし、困りごとで悩む人々の数
を減らしていくことを目指しています。身体機能の
改善だけでなく、自立した生活が重要視されるこれ
からの社会において、作業療法士が自助具を作成す
るスキルを持つことは、職域を広げるとともに、多
くの人々のQOL向上につながると確信しています。

教育講演
4

オンデマンド講演
１
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Mellow Amami 合同会社（代表社員）Pr
ofi
le 平城 修吾 Hiragi Shugo

オンデマンド講演
２

作業療法士を活かした
「ジェネラリスト」という働き方

　本講演では、鹿児島県の奄美大島で産業領域を中
心にジェネラリスト（分野を限定しない広範囲な知
識・技術・経験をもつ人）として奮闘する作業療法
士のありのままをお話しいたします。
　2023年に創業したMellow Amami（同）は、企
業を対象とした健康経営支援や組織開発、経営者を
対象としたエグゼクティブコーチング、全国の作業
療法士を対象としたキャリアコンサルティングな
ど、作業療法士や公認心理師、キャリアコンサルタ
ントといった専門性を活かした事業を展開してい
ます。現在は航空業界や医療・福祉業界、教育業界、
行政等の企業や組織にサービスを導入しておりま
す。
　27歳から作業療法士として精神科・身体障害分
野（回復期→デイケア→訪問）で勤務する傍ら、修

講演内容
士号や公認心理師、キャリアコンサルタントを取得
して起業し、現在は法人の代表社員、鹿児島県作業
療法士協会の代議員、奄美大島青年会議所の事務局
長、NPO法人の理事、看護専門学校の非常勤講師、
タンカン農家（見習い）等、様々な分野を跨いで複
数の役割をもったキャリアを形成しています。
　人生100年時代といわれる中で世間の働き方は大
きな転換期を迎えており、作業療法士もこれまで以
上に柔軟な働き方が求められます。作業療法士の強
みは「身体から精神、個人から集団」など幅広い対
象をクライエント中心で捉えられることです。そし
て、この強みは医療・福祉の枠を飛び出しても十分
に応用可能だと実感しています。
　本講演では、そんな作業療法士の強みを活かした
働き方のリアルとそこに至る経緯、今後の展望につ
いてお伝えします。
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オンデマンド講演
3

株式会社ジョシュ 代表取締役Pr
ofi
le 永島 匡 Nagashima Tasuku

作業療法士が、作業で紡ぐキャリアの在り方を
考える　〜臨床・地域・起業を通して〜

　本邦では、2018年に作業療法の定義が「作業療
法は、人々の健康と幸福を促進するために、医療、
保健、福祉、教育、職業などの領域で行われる、作
業に焦点を当てた治療、指導、援助である」と改定
された。近年では徐々に作業療法士のキャリアも多
様化の兆しをみせている。
　キャリアデザインについて考える時に「目標追求
的」に自身のキャリアに明確な目標を掲げて、計画
的に進んでいくことは一つの成功に向けた型であ
ると考える。しかし、今回講演させて頂く私のキャ
リアは、偶発的なクライエントとの出会いや、人と
の縁との中で生まれた目標・計画に向き合いなが
ら、積極的に流されていく、いわゆる「キャリア・
ドリフト」的なキャリアを歩んで今に至っていると
振り返りながら考える。
　人前が苦手だった私は、大学時代に音楽活動を通

講演内容
じて自己変革の機会を得た。しかし、バーンアウト
を経験し、その後作業療法士への道を選択する。回
復期リハビリテーション病院に就職し、院内外での
出会いや学びの中で自動車運転支援班の立ち上げを
経験した。その後、在宅分野に転向し、訪問看護ス
テーション内での地域連携室の立ち上げや、移動・
外出支援の事業開発を通じて、個人から地域単位へ
と支援の範囲を拡大していく機会を得ることが出来
た。これらの経験から、医療介護業界の情報連携の
課題に着目し、2024年春に株式会社ジョシュを設
立し、ICTを活用した新たなサービスで社会課題の
解決を目指している。
　本講演では、このような私のキャリアの転機をお
伝えすることを通じて、目の前の臨床から始まる、
作業療法士が作業で紡いでいくキャリアの在り方
や、キャリア・トランジッション(節目)について考
えていきたい。
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特定非営利活動法人クロスジョブ　
　クロスジョブ福岡（就労移行支援事業）Pr

ofi
le 萩原　敦 Hagihara Atsushi

オンデマンド講演
４

　NPO法人クロスジョブは、障害のある方が一
般企業で働くことを支援する就労移行支援事業を
行っています。精神疾患、発達障害、高次脳機能障
害など、様々な障害を持つ18歳から65歳の方を対
象に、就職活動から定着までをサポートしていま
す。
　企業で働くためには、身体機能だけでなく、対人
スキルや周囲の環境など、多様な要素を考慮した総
合的な評価が必要です。そのため、医学的な視点だ
けでなく、社会的な視点も重要であり、様々な機関
と連携しながら支援を行っています。
　就職活動では、企業に貢献できることをアピール
することが大切です。利用者様のこれまでの経験
や、障害があってもどのように工夫すれば力を発揮
できるのかを整理し、伝えることが求められます。
この自己整理は、利用者様にとって大きな成長・飛

講演内容
躍の機会になると考えています。
　作業療法士は、ICFモデルに基づき、利用者様の
強みや環境を評価し、幅広い視点からアセスメント
を行います。病院勤務時代での経験から、私は作業
療法士の役割について深く考えさせられました。し
かし、クロスジョブで働く中で、退院後の社会生活
の難しさや、利用者様一人ひとりの多様なニーズを
目の当たりにし、作業療法士の役割の重要性を改め
て認識しました。利用者様から多くのことを学ばせ
て頂きながら、日々仕事に励んでいます。毎日とて
も刺激的で、やりがいを持って働かせて頂いていま
す。
　今回の発表では、具体的な支援事例を交えて、私
たちの活動についてお話しできればと考えていま
す。是非、動画をご視聴ください。よろしくお願い
致します。

"働きたい"をカタチに 
〜就労移行支援事業所における作業療法士の役割〜
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特定医療法人社団 春日会 黒木記念病院
リハビリテーション部　副主任Pr

ofi
le 帯刀 麻衣 Tatewaki Mai

オンデマンド講演
５

　人生の中で、人はさまざまなライフクライシス
（危機）に直面します。特に育児期は、結婚、妊娠、
出産を通じてこれまでの習慣や環境が大きく変わ
る時期です。私自身、子育てと仕事の両立に悩み、
日々試行錯誤を繰り返してきましたが、自分自身が
大切にしたい想い（＝自分らしさ）を客観的に見つ
め直すことで、心に余裕が生まれ、新たな活動に挑
戦したいという意欲が芽生えました。
　自分自身の育児期の経験から、2023年に地元大
分で、同じ志を持つ２人の仲間と共に「いいしょわ
倶楽部」を立ち上げ、同じ悩みを持つ方々の支援を
開始しました。
　「いいしょわ倶楽部」では、主に作業バランスの

講演内容 概念を基に、夫婦が直面する育児期の生活の変化を
見直すワークショップを行っています。参加者から
は、夫婦間のコミュニケーションや育児のストレス
が軽減したという声もあり、作業療法の実践が育児
期の夫婦が生活を楽しむためのサポートにつながる
ことを知りました。
　本講演ではこれまでの活動の成果とその具体的な
事例、今後の展望をお伝えします。また、私自身の
育児経験から、作業療法士ができる地域支援につい
てもお話ししたいと思います。講演を通して育児と
仕事の両立に悩む方々や、地域での支援活動に関心
を持つ方々に対して、何らかの示唆や契機を提供で
きれば幸いです。

地域の子育て世代夫婦のライフクライシスに対する
作業療法　－いいしょわ倶楽部のあゆみとこれから－
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産業医科大学病院　リハビリテーション部　主任Pr
ofi
le 飯田 真也 Iida Shinya

市民公開講座
後援：福岡市

障がいや高齢による運転の
不安を支える自動車運転支援

〈講師略歴〉
2002年３月	 川崎医療福祉大学　
	 医療技術部　作業療法学科卒業
2002年４月	 社会医療法人　雪の聖母会　
	 聖マリア病院
2008年９月	 産業医科大学病院（現在に至る）

プロフィール
　昨今、高齢者や様々な病気を持つ運転者による重
大な交通事故が話題となり、様々な対策がなされて
きております。しかし、現実問題として、対象者様
の生活においてモビリティ（移動性）が確保されて
いることは重要であり、多くの地域で自動車運転に
より保証されているといっても過言ではないと思
います。またモビリティは単に目的があり移動を行
うためだけではなく、社会的コミュケーションを行
う手段など生活の質を維持・向上させるためにも重
要であり、これが制限されると生活範囲を狭め、結
果的に個人の自由や暮らしを制限することになる
と思われます。
　現在、全国的に自動車運転支援に取り組んでいる
地域は多く、福岡県では自動車運転再開支援に対し
て、2017年より多職種での情報共有、統一した連
携などを目的とした福岡県安全運転医療連絡協議
会が立ち上がり、高齢者、病気や障がいを持った方
の自動車運転支援に取り組んできました。その中で
医療機関や教習所との連携など徐々に行えるよう
になってきましたが、まだ免許が失効となった方の
移動支援や地域でのモビリティの確保など検討課
題は多くあります。今回、作業療法士として自動車
運転を含めた移動支援にどのように取り組んでい
くのか、またどのように地域へ還元していくのかな
ど作業療法士だからできる活動を皆様と一緒に考
える良い機会になればと思っております。

講演内容
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企画・イベント紹介企画・イベント紹介

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－

　福岡県作業療法学会では、学生のみなさんと一緒に「将来の働き方」について考える初の企画を開催
します。この企画では、臨床現場だけでなく、施設運営等に挑戦した作業療法士を特別講師を招き、キャ
リアの選択肢を広げるヒントをお話しいただきます。 
　「将来のためになる話を聞きたい！」という学生の声を反映し、今回は “聞くだけでもOK” のセッショ
ン形式を採用しています。自分のペースで学べる場なので、気軽にご参加ください！

【講演テーマ】

【講師】

【内容】

「仕事」を「志事」として捉える 
〜働く根源の想いの重要性とセラピストが経営に向いている特性について〜

作業療法士　山本 将彰 
いきいきリハビリグループ（有）いきいきリハビリケア、
（株）ケアクリエイツ 事業部　兼　エリア長　取締役

　現在、作業療法士の職域拡大に伴い、病院や施設勤務だけ
でなく、運営や経営といった新たな分野で働く事が可能とな
り、そこで活躍するセラピストが多くいる状況である。 
　私自身、病院で作業療法士として働きながらも、大勢多数
の１人のセラピストではなく役職や運営・経営面に携わって
いきたいと考えた理由やそこに至るまでの経緯を伝え、これ
から学生の皆さんが就職してからの、働き方のヒントになれ
ばと考えている。

学生企画
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OTケースディスカッション
　事例検討会に関しましては、様々な分野や経験年数の違う作業
療法士の交流を経て急性期・回復期・地域包括の分野の考え方の
違いや互いに情報を共有する際の重要な情報とは何かを話し合い、
今後の作業療法実践に生かすための手がかりになるような会にし
たいと考えております。また、新たな出会いや交流による現場で
の悩みや問題の解消の手がかり、情報交換の場になればと考えて
いますので是非ご参加の検討をよろしくお願いいたします。

イベントブース

事例検討会

　グッドデザイン賞を受賞した三角巾とケープ
が一体化した1人で着脱可能な服をはじめ、洗
濯ネットとかごが一体化したバッグなど便利な
商品を実際にご覧ください。

　「できない」から「できる」へ！
　日常生活の中でストレスに感じ
ている事を助けてくれる自助具で
す。
　ペットボトルオープナーやこぼ
れにくいカップホルダーなど 3Dプリンターでできた便利な自助具を実際に体験してみてくだ
さい。

carewill

isotope
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　誰にとっても「選択肢のある日常」を作る　をコン
セプトにあげた下肢装具用の靴を取り扱う会社です。
　女性・男性用のおしゃれな靴からビジネス用の靴ま
で幅広いです。
　皆様の生活の選択肢に是非入れてみてください！

　「やりたい」を「できる」に変えるために作られ
たアームサポートです！
　未就学児から大人まで様々な人に適合した器具
を調整、カスタムが可能！　自然な動きをサポー
トし自分のやりたいことを出来るに変えるための
サポートを体験してみて下さい！！

　巻くだけで自助具が作れるシリコンテープ。
　普段使用している箸やコップ、文具に巻きつけ
るだけでグリップの安定や滑り止めに！
　ぜひ体験してください。

Mana’olana

テクノツール株式会社

株式会社ニッシリ

MOMO

ユニバーサルテープ

企画・イベント紹介企画・イベント紹介

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－
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口述発表分類

第28回 福岡県作業療法学会

～次世代と共に築く作業療法～



セッションⅠセッションⅠ（地域、管理運営、教育）（地域、管理運営、教育）　　座長：平澤 勉（九州栄養福祉大学）座長：平澤 勉（九州栄養福祉大学）

セッションⅡセッションⅡ（認知障害）　（認知障害）　座長：平岡 敏幸（飯塚記念病院）座長：平岡 敏幸（飯塚記念病院）

01 八女市の運転・移送支援プロジェクトの立ち上げと取り組み
　　－地域支援の強化－

公立八女総合病院／松尾 圭介
02 COVID-19感染拡大後の訪問看護を利用する在宅療養者における

　在宅生活継続を阻害する要因
北九州リハビリテーション学院／岩本 凌

03 デイケアの管理運営　
　　～心理的安全性の高い職場づくり～

千鳥橋病院附属　粕屋診療所／塩貝 勇太
04 県協会会員のニーズに応じた組織の未来

　　 ―作業療法士の知恵袋：Consulting for OTの取り組み―
専門学校　麻生リハビリテーション大学校／福井 綾

05 近年の作業療法学生の動向と教育現場における「留年・退学」に対する課題解決の試み
　　～矢田部ギルフォード性格検査における教育・介入方針の検討～

学校法人藤川学園　福岡リハビリテーション専門学校／板井 幸太

06 注意障害により食事の自己摂取移行に難渋した症例
　　～食具の調整により自己摂取が獲得できた一例～

大手町リハビリテーション病院 ／友成 仁奈
07 道順障害に対しての急性期作業療法

　　－外出訓練を経て早期に復職に至った症例－
新古賀病院／池田 隆太

08 代償手段を用いた公共交通機関の利用が実現した症例との関わり

医療法人　相生会　福岡みらい病院／田野尻 佳帆
09 代償手段の獲得により食事場面の見落としが無くなった事例

医療法人博仁会　福岡リハビリテーション病院／渡邊 大雅
10 右半球障害による半側空間無視が着衣障害におよぼす影響

医療法人　相生会　福岡みらい病院／木村 愛

口述発表分類口述発表分類

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－

優

優

努ビ

12:15-13:15  JR九州ホール９階　会議室①

12:15-13:15　 JR九州ホール９階　会議室②
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セッションⅢセッションⅢ（生活行為向上マネジメント）　（生活行為向上マネジメント）　座長：長谷 麻由（国際医療福祉大学）座長：長谷 麻由（国際医療福祉大学）

セッションⅣセッションⅣ（精神、高齢期）　（精神、高齢期）　座長：諫山 歩（小倉リハビリテーション学院）座長：諫山 歩（小倉リハビリテーション学院）　　

11 変形性腰椎症・肋骨骨折の高齢男性に対する老健から在宅生活に向けた
　MTDLPを用いた取り組み

社会医療法人青洲会　介護保険老人施設　青洲の里／藤村 俊宏
12 入院中に尿管がん再発・COVID-19を発症し、生活意欲は低下したが

　MTDLPを導入して退院後、舞台鑑賞に行くことへ繋がった急性期事例
麻生株式会社　飯塚病院／橋本 佳苗

13 認知症を呈した症例に対し、MTDLPを用いて趣味の園芸を再開できた一例

社会医療法人青洲会　介護老人保健施設　青洲の里／満石 夏妃
14 脳梗塞により意欲が低下した症例が住み慣れた地域で暮らしつづけるための作業療法介入

　　―MTDLP と VQ を活用した多職種連携介入について―
専門学校　麻生リハビリテーション大学校／福井 綾

15 個別SSTにより不安が軽減し、退院へ繋がった一例
　　～ MTDLP を用いた統合失調症の女性への退院支援～

医療法人社団　豊永会　飯塚記念病院／竹谷 綾
16 精神科療養病棟における褥瘡対策への取り組み

　　～新規発生率低下を目指して～
医療法人祥風会　甘木病院／松葉 幸典

17 退院後の強い不安に対して意味のある作業に介入したことが
　行動変容に繋がった一症例

戸畑けんわ病院／長尾 朱莉
18 高齢整形疾患患者の自宅復帰に影響する因子

　　―単施設急性期・地域包括ケア病棟における検討―
医療法人　友愛会　友田病院／山下 貴大

ビ

ビ

優

13:15-14:00　 JR九州ホール９階　会議室①

13:15-14:00　 JR九州ホール９階　会議室②
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口述発表分類口述発表分類

セッションⅤセッションⅤ（脳血管）　（脳血管）　座長：納富 亮典（白十字リハビリテーション病院）座長：納富 亮典（白十字リハビリテーション病院）

セッションⅥセッションⅥ（運動器）　（運動器）　座長：下門 範子（北九州総合病院）座長：下門 範子（北九州総合病院）

19 超高齢の左上肢麻痺患者に対して麻痺手の使用を促した一例
　　－ADL 汎化へのプロセス―

医療法人社団慶仁会　川﨑病院／古川 優貴
20 明確な目標設定を行うことでリハビリ意欲が向上した一症例

社会医療法人青洲会　福岡青洲会病院／松原 巧真
21 自発的表出機会の場面設定と共感により行動変容に繋がった事例

医療法人博仁会　福岡リハビリテーション病院／松本 侑大
22 ベッド上での生活から環境調整を行いながら上肢機能に応じて

　段階的に麻痺手の参加場面を設定し麻痺手の参加拡大を図った事例
公益財団法人　健和会　大手町病院／中島 薫平

23 課題指向型訓練・Transfer Packageを行ったことにより、
　両手動作を獲得し職場復帰が可能になった脳卒中片麻痺患者の一例

久留米リハビリテーション病院／山下 拓海

24 左上腕骨顆上骨折後にADOCを用いて目標共有を行った一例

㈱麻生飯塚病院／原口 翔悟
25 肘関節拘縮に対し装具療法を用いた小児例

　　～装具療法の一工夫～
社会医療法人雪の聖母会　聖マリアヘルスケアセンター／松延 勇志

26 Advancing OBPを基盤した作業療法により痛みの破局的思考と自己効力感が改善し
　主婦としての役割の再獲得に至った上腕骨近位端骨折の事例

健和会大手町病院／大草 直樹
27 退院後の生活への不安が強い人工膝関節全置換術後の事例に対する作業療法

　　～患者教育、対処リストを用いて～
医療法人博仁会　福岡リハビリテーション病院／中川 芽衣

28 目標に対する意欲と活動量の変化に着目した
　人工膝関節置換術後患者に対する作業療法介入

医療法人社団高邦会　高木病院／松本 健太郎

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－

ビ

ビ

ビ

ビ

優

優

優

※ ビはビギナー発表となります。臨床経験に配慮した、建設的な質問、意見をお願いします。
　 優は、優秀演題賞にノミネートされた演題、 努は、努力賞の演題です。

14:00-15:00　 JR九州ホール９階　会議室①

14:00-15:00　 JR九州ホール９階　会議室②
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第28回 福岡県作業療法学会

～次世代と共に築く作業療法～

口述発表抄録



セッションⅠ−01
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セッションⅠ–02
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セッションⅠ−03
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セッションⅠ–04
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セッションⅠ−05
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セッションⅡ–06
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セッションⅡ−07
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セッションⅡ−08
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セッションⅡ−09
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セッションⅢ−11
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セッションⅢ−12
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セッションⅢ−13
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セッションⅢ−14
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セッションⅣ−15
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セッションⅣ−16
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セッションⅣ−17
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セッションⅣ−18
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セッションⅤ−19
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セッションⅤ−20
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セッションⅤ−21
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セッションⅤ−22
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セッションⅤ−23
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セッションⅥ−24
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セッションⅥ−25
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セッションⅥ−26
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セッションⅥ−27
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セッションⅥ−28
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第28回 福岡県作業療法学会

～次世代と共に築く作業療法～

ポスター発表
分類



セッションⅠセッションⅠ（脳血管）（脳血管）

セッションⅠセッションⅠ（運動器）（運動器）

01 急性期早期からのTransfer package使用で麻痺手の学習性不使用を予防できた症例

新古賀病院／草場 遥
02 脳卒中後に病棟生活のストレスから麻痺手の学習性不使用に繋がった症例

医療法人博仁会　福岡リハビリテーション病院／榎 遼人
03 「やりがいにつながる作業」に焦点を当てて関わることで

　自己効力感が向上した脳卒中事例
医療法人博仁会　福岡リハビリテーション病院／鬼塚 美里

04 出血性脳梗塞により広範囲の脳浮腫を呈した症例の上肢機能の経過
　　～運動機能の予後予測の視点で報告～

社会医療法人財団白十字会　白十字病院／公文 達也
05 ゲームを目標とした脳卒中事例に対するトップダウンアプローチを用いた実践

医療法人博仁会　福岡リハビリテーション病院／浦 瑞紀
06 意思疎通困難な急性期脳血管障害患者を対象としたOBPの取り組みに関する報告

　　－対象者や家族にとっての意味のある作業に寄り添う介入を目指して－
医療法人社団　慶仁会　川﨑病院／上田 祐二

07 脳損傷後の病識欠如から気づきの改善が見られた症例

社会保険田川病院／佐藤 龍清
08 肩の痛みに着目した取り組み

　　～他職種・家族指導を通じて在宅復帰した 1 例～
介護老人保健施設　青洲の里／田邉 瑠那

09 上肢の重度麻痺に対して交代浴と課題指向型訓練を並行して実施し
　生活動作能力の獲得に至った症例

社会医療法人青洲会　百年橋リハビリテーション病院／渡邉 恵

10 骨接合術後、疼痛が強い症例に対し、料理動作に着目し難渋した一例

社会医療法人　青洲会　百年橋リハビリテーション病院／岩見 真衣子
11 橈骨遠位端骨折患者の術後早期における患側上肢の使用状況と

　機能的・心理的要因および慢性疼痛との関連性
製鉄記念八幡病院／新屋 徳明

ポスター発表分類ポスター発表分類

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－

セッションⅠ　時間　12:30 〜

場所　JR九州ホール10階　会議室

優

優

ビ

ビ

ビ

ビ

ビ
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セッションⅡセッションⅡ（脳血管障害）（脳血管障害）

セッションⅠセッションⅠ（認知障害）（認知障害）

セッションⅠセッションⅠ（援助機器）（援助機器）

セッションⅠセッションⅠ（発達）（発達）

セッションⅠセッションⅠ（高齢期）（高齢期）

セッションⅠセッションⅠ（がん）（がん）

17 外出訓練をきっかけに麻痺手の使用頻度が増えた重度片麻痺患者の一例

福岡リハビリテーション病院／堤 優菜
18 県外在住の脳卒中片麻痺後遺症者に対する、

　促通反復療法と家族指導により動作獲得への影響
リハシード福岡／樋口 典子

15 規則的な離床支援により認知機能の向上がみられた症例

社会医療法人　青洲会　百年橋リハビリテーション病院／財津 生吹

16 就労を見据えている頸髄損傷患者に対してICT機器の活用により
　パソコン操作が実用化した症例

久留米リハビリテーション病院／谷口 凜夏

12 CROT-Rを活用した小児脳梗塞患者への外来作業療法
　　～更衣動作を目標とした自宅での麻痺手使用の促進～	

医療法人博仁会　福岡リハビリテーション病院／白水 麻美子

13 回復期リハビリテーション病棟で転倒不安の強い患者に対して
　達成動機を考慮した関わりについて

柳川リハビリテーション病院／橋口 亜理佐

14 術後せん妄を発症した周術期高齢がん患者における趣味活動継続の意思は
　術後のFIM変化量と関連する
社会医療法人雪の聖母会　聖マリア病院　鹿児島大学大学院 保健学研究科　博士後期課程／久村 悠祐

セッションⅡ　時間　13:30 〜

優

優

努ビ

ビ

ビ
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ポスター発表分類ポスター発表分類

－次世代と共に築く作業療法－－次世代と共に築く作業療法－

19 作業のあきらめから挑戦への変化－PEO モデルに基づく慢性期の作業療法－

医療法人博仁会　福岡リハビリテーション病院／藤本 里紗
20 超高齢で重度片麻痺、認知機能低下を呈した症例に対する

　日常生活動作練習
医療法人相生会　福岡みらい病院／飯塚 さくら

21 目標設定が困難な亜急性期脳卒中患者に対して
　アプリケーションを用いて目標共有を図った事例

医療法人博仁会　福岡リハビリテーション病院／尾﨑 由唯
22 左片麻痺患者に対し、課題指向型アプローチを行ったことで食事動作が改善した症例

　　～左上肢を使用し、うどんを食べることを目指して～
社会保険　田川病院／井上 享也

23 予後予測に基づいた作業療法により、短期間で復職に至った一例

医療法人相生会　福岡みらい病院／木下 雄太
24 脳梗塞片麻痺患者へ洗体動作を細動作に分類した評価表を用いて洗体動作に介入した一例

柳川リハビリテーション病院／木村 香菜

セッションⅡセッションⅡ（心大血管）（心大血管）

25 洗体・洗髪の動作指導により入浴時の疲労感が軽減した重度慢性心不全患者の一例
　　－退院 5 ヶ月後までの経過を踏まえて－

医療法人かぶとやま会　久留米リハビリテーション病院／猿渡 直也

セッションⅡセッションⅡ（運動器）（運動器）

26 橈骨遠位端骨折術後例に対し、ADOC-DRFを使用した作業療法経験
　　〜段階的な目標設定により不安感が軽減し、家事動作を獲得した 1 例〜

秋吉整形外科／小窪 雄介
27 跨ぎ動作や環境調整に着目し、入浴動作の向上に向けたアプローチ

　　～一人暮らしの自宅退院を目指して～
社会医療法人　青洲会　福岡青洲会病院／古川 栞

優

努

ビ

ビ

ビ
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セッションⅡセッションⅡ（内科）（内科）

セッションⅡセッションⅡ（高齢期）（高齢期）

セッションⅡセッションⅡ（援助機器）（援助機器）

30 急性期におけるADOCを使用した目標共有とアプローチ

健和会大手町病院／磯貝 翔平

28 排泄プロセスチェックシートの導入

福岡医療団　たたらリハビリテーション病院／川北 萌
29 屋内生活空間身体活動量(Home-base Life Space Assessment)からみる

　訪問リハビリテーション利用高齢者への介入に求められること
ちどりばし在宅診療所／田中 大助

31 神経難病利用者へのコミュニケーション機器導入に向けて
　　～家族との調整に難渋した症例～

特定医療法人東筑会　介護老人保健施設翡翠苑／軍神 安孝

ビ

※ ビは、ビギナー発表です。臨床経験に配慮した、建設的な質問、意見をお願いします。
　 優は、優秀演題賞にノミネートされた演題、 努は、努力賞の演題です。
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第28回福岡県作業療法学会　実行委員
三役 学会長 田　代　　　徹 福岡リハビリテーション病院

副学会長 山　田　絵里香 千鳥橋病院附属ちどりばし在宅診療所
実行委員長 納　富　亮　典 白十字リハビリテーション病院

学会運営局 学会運営局長 黒　木　清　孝 福岡リハビリテーション病院
企画運営局部員 山　田　達　己 福岡リハビリテーション病院
企画運営局部員 中　谷　友　作 百年橋リハビリテーション病院
企画運営局部員 松　尾　希　枝 百年橋リハビリテーション病院
企画運営局部員 大　町　昭　彦 千鳥橋病院附属城浜診療所

企画運営局 企画運営局長 黒　田　隆　之 らそうむ内科・笑顔で百歳クリニック
企画運営局部員 松　崎　友　希 らそうむ内科・笑顔で百歳クリニック
企画運営局部員 森　　　朋　美 福岡脳神経外科病院
企画運営部局員 長　田　春　菜 福岡脳神経外科病院
企画運営局部員 板　井　幸　太 福岡リハビリテーション専門学校
企画運営局部員 金　城　駿　斗 らそうむデイサービスセンター飯塚店

学術局 学術局部員 川　上　隆　三 福岡リハビリテーション病院
学術局部員 後　藤　拓　見 福岡医健スポーツ専門学校
学術局部員 野　口　健　太 たたらリハビリテーション病院
学術局部員 鎌　田　陽　之 鎌田医院
学術局部員 樋　口　浩　幸 福岡天神医療リハビリ専門学校
学術局部員 日　高　健　二 桜十字大手門病院
学術局部員 椎　葉　智　恵 桜十字大手門病院
学術局部員 谷　本　愛　衣 福岡リハビリテーション病院

広報局 広報局長 森 　 淳 河野名島病院
広報局副局長 瀧　川　浩　之 福岡ハートネット病院
広報局部員 堂　脇　春　花 福岡リハビリテーション病院
広報局部員 藤　本　里　沙 福岡リハビリテーション病院
広報局部員 尾　崎　由　唯 福岡リハビリテーション病院

事務局 事務局局長 田　辺　慎　一 公益社団法人　福岡県作業療法協会
事務局副局長 中　尾　達　也 福岡市民病院
事務局部員 高　瀬　彩　華 小波瀬病院
事務局部員 木　津　健　太 福岡市民病院

福岡県
作業療法協会
学術部

学術部理事 松　本　信　雄 緑風会水戸病院
学会統括委員長 惠　良　裕　一 高山病院
学会運営委員長 上　田　元　紀 北九州市立八幡病院

福岡ブロック 理事 黒　木　勝　仁 原三信病院
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　福岡県作業療法学会は、昨年より対面学会の機会が戻り今回も対面開催とオンデマ
ンド配信を活用し多くの方が参加できる機会を設けることができました。時間や場所
を問わず学べる機会の確保と対面形式でこそ得られる体験の共有や主体的な参加を重
視しています。まずは本学会の開催にあたり、発表者や参加者の皆様、ご多忙の中準
備をしてくださった講師の先生方、また、作業療法の可能性を伝えるために尽力くだ
さった学会長、実行委員ならびに、協会理事や運営に携わってくださった方々に深く
感謝致します。
　本学会は当初より「発表者・参加者ファースト」をキーワードとしてきました。そ
のため、「ビギナー発表コミュニティ」の立ち上げを行い発表しやすい環境を整えまし
た。また、SNSを活用した広報、学生を対象とした企画、オンデマンド講師など、多
様な試みを取り入れています。作業療法の可能性を拡げるために、学会を通し様々な
意見交換や交流を行い、本学会のテーマである「未来へのヒント」を共に見つけて行
きましょう。2025年2月に皆様と博多でお会いできることを楽しみにしております。

第28回福岡県作業療法学会　副学会長   山 田  絵 里 香

第28回福岡県作業療法学会　学会誌

発　行　日	 2024年12月6日
編　　　集	 公益社団法人　福岡県作業療法協会　学術部
発　　　行	 公益社団法人　福岡県作業療法協会
協会事務局	 〒802-0044　福岡県北九州市小倉北区熊本1丁目9-1　 
	 　　　　　　　　　　　  ONE OFF第2ビル101号
	 TEL　093-952-7587　 FAX　093-953-6287
	 Email　fuku-ota@fancy.ocn.ne.jp

印　　　刷	 中澤印刷株式会社
	 〒386-0002　長野県上田市住吉1-6
	 TEL　0268-22-0126

編集後記

108


